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敦
煤
文
書
に
見
る
未
伝
論
書
に
つ
い
て

諺
ω
ε
身
。
h
Z
①
≦
↓
①
×
瓜
8
日
↓
巨
げ
ロ
き
σ
q
ζ
き
ロ
ω
9
讐
ω

本
　
多
　
至
　
成

　
敦
煙
は
八
世
紀
の
終
り
（
七
八
一
頃
）
に
は
吐
蕃
に
占
領
さ
れ
、
そ
の
支

配
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
唐
の
大
中
二
年
（
八
四
八
）
に
土
豪
の

張
血
潮
が
吐
蕃
人
た
ち
を
追
い
出
す
ま
で
の
お
よ
そ
七
〇
年
間
が
吐
蕃
支
配

期
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
時
期
、
西
域
周
辺
は
相
つ
い
で
吐
蕃
族
に
よ
っ
て
陥

落
し
た
の
で
あ
り
、
甘
味
は
笹
下
二
年
（
七
六
六
）
に
、
宮
比
は
盲
暦
十
一

年
（
七
七
六
）
に
吐
蕃
に
よ
り
陥
落
、
北
の
伊
州
も
寳
鷹
年
間
（
七
六
ニ
ー
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
三
）
に
陥
落
し
て
い
る
。
敦
煙
に
あ
っ
て
は
軍
議
潮
が
吐
蕃
を
制
し
た
後
、

大
中
五
年
に
は
唐
よ
り
帰
義
軍
節
度
使
が
任
命
さ
れ
て
、
事
実
上
、
吐
蕃
の

支
配
か
ら
脱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
吐
蕃
支
配
期
に
つ
い
て
の
状
況
は
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙
文
書
の
発
見
ま
で
は
『
新
唐
書
』
吐
蕃
伝
に
頼
る
以
外
に
把
握
の
方
法
す

ら
見
つ
か
ら
な
い
で
い
た
。
わ
が
国
の
敦
煙
研
究
の
中
で
比
較
的
不
毛
の
成

果
を
囲
っ
て
い
た
吐
蕃
支
配
期
の
状
況
に
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
の
は
藤
枝

晃
氏
の
業
績
と
東
洋
文
庫
が
蒐
集
を
続
け
た
ス
タ
イ
ソ
所
収
の
敦
煙
文
献
、

そ
の
他
の
写
真
版
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
活
用
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
藤
枝
氏
は
「
沙
州
蹄
義
軍
節
度
使
始
末
」
を
著
わ
し
た
後
、
「
毒
煙
の
僧

　
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
＞

軍
籍
」
「
首
罪
写
経
の
棄
す
が
た
」
、
「
ス
タ
イ
ン
敦
煙
蒐
集
　
絵
入
り
『
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
経
』
冊
子
一
計
煙
に
お
け
る
木
筆
の
使
用
一
」
を
次
々
に
発
表
、
．
、
↓
げ
。

↓
琶
げ
§
昌
o
q
竃
弩
。
ω
o
ユ
冥
ω
．
．
H
i
断
）
よ
り
「
吐
蕃
支
配
期
の
敦
塵
に
至

る
論
文
は
八
世
紀
の
釜
山
の
姿
を
石
室
文
書
を
駆
使
し
て
可
能
な
限
り
再
現

し
た
も
の
で
あ
る
。
吐
蕃
支
配
期
の
文
書
と
漢
人
支
配
期
の
文
書
と
を
文
書

に
書
か
れ
た
紀
年
の
点
よ
り
抽
出
区
分
し
た
り
、
或
い
は
吐
蕃
期
の
官
号
や

役
職
・
官
職
名
の
異
り
、
漢
尺
と
蕃
尺
、
蕃
斗
な
ど
度
量
衡
単
位
、
更
に
筆

記
具
、
用
紙
、
筆
蹟
等
を
区
分
の
弁
別
法
と
し
て
研
究
を
続
け
ら
れ
た
の
で

　
　
　
　

あ
る
。
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敦煙文書に見る未伝論書について

　
藤
枝
氏
の
研
究
は
わ
が
国
の
東
洋
文
庫
が
収
集
を
続
け
て
き
た
石
室
文
書

の
写
真
版
ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
実
物
の
検
索
に
よ
り
将
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
藤
枝
氏
自
身
が
研
究
の
中
で
語
っ
て
お
ら
れ

（
1
0
）

る
。
私
は
こ
れ
ら
諸
資
料
と
藤
枝
氏
自
身
が
将
来
さ
れ
た
ペ
リ
オ
蒐
集
文
書

の
閲
覧
、
書
写
の
機
会
に
恵
ま
れ
研
究
す
る
過
程
で
吐
蕃
支
配
期
の
仏
教
の

特
異
な
展
開
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

　
東
洋
文
庫
敦
煙
文
献
委
員
会
が
発
足
し
た
昭
和
三
二
年
以
降
、
わ
が
国
の

敦
煙
学
の
研
究
は
飛
躍
的
に
前
進
し
た
。
ジ
ャ
イ
ル
ズ
氏
（
い
．
O
一
一
Φ
ω
）

，
、
U
①
ω
臼
三
二
く
o
O
讐
巴
。
胆
o
o
｛
9
Φ
O
げ
巨
窃
①
ζ
碧
⊆
の
。
ユ
讐
ω
｛
H
o
目
↓
琶
－

げ
岳
　
σ
q
ぎ
9
①
じ
d
葺
δ
ゴ
皇
軍
Φ
賃
目
、
．
（
一
〇
切
刈
鴇
　
】
U
O
口
島
O
β
）
と
黒
革
民
氏
『
敦
煙

遺
書
総
目
索
引
』
（
一
九
六
二
、
商
務
印
書
館
）
と
の
異
同
、
記
述
の
精
疎
な
ど

を
子
細
に
検
索
し
、
さ
ら
に
ペ
リ
オ
将
来
の
文
献
を
加
え
て
著
わ
さ
れ
た
金

岡
照
光
編
『
砂
煙
出
土
文
学
文
献
目
録
附
解
説
』
（
昭
和
四
六
年
、
東
洋
文
庫
「
西

域
出
土
漢
文
文
献
分
類
目
録
y
」
）
は
敦
煙
研
究
に
新
た
な
視
野
を
提
供
し
た
が
、

こ
れ
は
東
洋
文
庫
が
刊
行
し
て
来
た
『
西
域
出
土
漢
文
文
献
分
類
目
録
初
稿

非
佛
教
文
献
之
部
　
古
文
書
類
1
』
（
↓
九
六
四
、
池
田
温
、
菊
池
英
夫
編
）
、
『
同

上
、
古
文
書
類
皿
』
（
一
九
六
六
、
土
肥
義
和
編
）
、
『
敦
煙
文
献
分
類
目
録
（
道

教
之
部
）
西
域
出
土
漢
文
文
献
目
録
皿
』
（
一
九
六
九
、
吉
岡
義
豊
編
）
に
続
く

研
究
成
果
で
あ
る
。

　
敦
煙
文
書
は
一
部
を
除
い
て
大
半
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
館
、
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
わ
が
国

で
翠
煙
文
書
に
接
す
る
に
は
多
く
影
印
本
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
点
で
も
東
洋
文
庫
は
最
も
完
備
し
た
敦
煙
影
印
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所

　
　
　
　
（
1
1
）

有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
五
三
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス

に
滞
在
し
た
榎
木
一
雄
氏
に
よ
っ
て
、
大
英
博
物
館
所
蔵
翠
煙
文
献
の
全
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
が
将
来
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
東
洋
文
庫

に
は
山
本
達
郎
氏
将
来
の
旧
イ
ン
ド
省
図
書
館
（
ぎ
象
9
昌
○
窪
8
＝
葺
卑

q
）
所
蔵
の
チ
ベ
ッ
ト
文
を
中
心
と
し
た
文
献
の
影
印
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ペ
リ
オ
関
係
で
は
王
重
民
氏
が
パ
リ
国
民
図
書
館
（
ゆ
ま
一
一
9
げ
9
ロ
Φ

Z
註
8
巴
①
）
に
お
い
て
撮
影
（
一
九
三
四
～
一
九
三
八
）
し
た
マ
イ
ク
ロ
・
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

イ
ル
ム
が
東
洋
文
庫
に
は
保
管
さ
れ
て
い
る
。
（
四
リ
ー
ル
・
四
二
八
点
）
。
こ

の
他
に
研
究
者
個
人
の
渡
仏
に
よ
る
影
片
が
寄
贈
さ
れ
て
東
洋
文
庫
に
現
存

　
　
け
　
す
る
。
北
京
本
敦
煙
文
書
に
つ
い
て
は
東
洋
文
庫
は
北
京
図
書
館
と
の
図
書

交
換
に
よ
り
全
八
六
リ
ー
ル
・
七
七
四
九
点
（
こ
の
内
、
三
四
リ
ー
ル
は
北

京
直
送
で
、
残
り
五
ニ
リ
ー
ル
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら
の
転
送
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

て
将
ら
さ
れ
た
と
い
う
。
）
の
影
印
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
グ
（
ρ
e
．
O
員
呂
窪
ひ
巻
円
）
本
は
ロ
シ
ア
の
極
東
民
族
研
究
所
に

所
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
影
印
に
つ
い
て
は
川
口
久
雄
氏
の
報
告
の
み
で
東

洋
文
庫
に
影
印
の
所
蔵
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
所
蔵
の
ル
・
コ
ッ

ク
文
書
（
ぴ
o
O
o
ρ
）
に
つ
い
て
は
嶋
崎
昌
氏
に
よ
り
一
部
影
印
に
よ
っ
て

将
来
さ
れ
東
洋
文
庫
に
そ
れ
ら
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
谷
文
献
の
研
究
は
敦
煙
文
化
圏
に
お
け
る
民
衆
の
協
同
体

組
織
の
あ
り
方
、
ま
た
は
当
時
の
寺
院
と
庶
民
と
の
あ
り
方
な
ど
に
多
く
の

視
点
を
提
供
し
、
さ
ら
に
敦
煙
文
化
圏
と
長
安
、
吐
蕃
支
配
期
、
帰
義
軍
支
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本多至成
配
期
に
あ
っ
て
の
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
西
域
の
仏
教
都
市
の
姿
を
次
第
に

明
ら
か
に
し
て
来
て
い
る
。

　
敦
煙
文
書
の
発
見
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
交
通
の
要
衡
で
あ
る
敦
煙
は
同

時
に
文
化
の
輻
湊
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
西
域
の
南
道
と
北
道
と
に

分
離
し
た
仏
教
が
敦
煙
で
相
会
し
、
こ
の
地
に
河
西
独
自
の
仏
教
文
化
圏
を

形
成
し
た
の
で
あ
る
。
西
域
三
六
国
の
言
語
に
精
通
し
、
多
く
の
仏
典
を
訳

し
た
竺
舟
端
は
喜
雨
の
生
れ
で
あ
り
、
月
氏
の
血
統
を
受
け
て
い
た
と
い
う

　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

し
、
胡
人
、
鳩
摩
羅
什
も
後
面
の
太
祖
呂
光
の
許
に
滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
硝
煙
を
中
心
と
し
た
河
西
一
帯
は
種
々
の
民
族
が
混
在
し
て
い

た
こ
と
は
『
新
郵
書
』
巻
二
一
五
、
『
通
電
』
巻
二
一
八
、
『
後
漢
書
』
置
旧

と
い
っ
た
従
来
か
ら
の
資
料
に
よ
り
推
量
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
こ
ろ
が

敦
煙
文
書
が
発
見
さ
れ
、
研
究
が
進
め
ら
れ
る
と
、
敦
煙
出
土
の
戸
籍
に
イ

ラ
ン
姓
が
多
く
見
ら
れ
た
り
、
瓦
書
よ
り
移
っ
た
龍
族
が
五
聖
の
都
市
に
住

ん
で
い
た
り
、
唐
朝
よ
り
強
制
的
に
砂
漠
の
地
か
ら
河
西
の
地
に
移
住
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
た
り
し
た
状
況
が
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
方
が

北
の
沙
漠
地
帯
、
南
の
山
岳
地
帯
、
又
、
南
西
の
地
方
か
ら
諸
富
の
浸
潤
を

受
け
た
人
種
的
寄
合
世
帯
で
あ
っ
た
こ
と
も
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た

の
で
あ
る
。
同
時
に
又
、
彼
ら
が
尊
崇
し
た
仏
教
も
、
中
原
の
仏
教
と
は
ち

が
っ
た
形
態
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て

き
た
。
従
来
の
中
原
仏
教
に
加
え
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
、
西
域
遥
遠
の
仏

教
が
敦
煙
を
中
心
と
す
る
河
西
一
帯
に
集
結
し
て
、
吐
蕃
支
配
下
で
ど
の
よ

う
な
展
開
を
見
せ
て
い
た
の
か
を
敦
煙
文
書
の
中
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
来
た
。
こ
の
小
論
は
敦
論
叢
で
受
容
さ
れ
た
ア
ビ
ダ
ル
マ
関
係

文
書
を
研
究
中
に
見
出
し
た
、
未
伝
の
一
論
書
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ

る
。

二

　
『
眞
實
論
』
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
新
し
い
論
書
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
は
、
敦
煙
感
で
活
躍
し
た
法
成
の
研
究
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
い
る
。
即
ち
、
法
成
が
吐
蕃
支
配
期
に
あ
っ
て
、
敦
煙
の
地
で
仏
教
文
献

を
講
義
し
、
翻
訳
、
注
釈
し
た
中
に
一
群
の
白
豆
経
類
が
瓢
箪
文
書
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
大
乗
四
法
経
』
の
名
で
よ
ば
れ
る
経
典
は
中
原

に
も
実
叉
難
中
や
地
婆
詞
羅
な
ど
の
翻
訳
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
法
成
は
こ

れ
ら
中
原
訳
出
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
せ
ず
、
敦
煙
仏
教
圏
で
独
自
に
翻
訳
し

た
『
大
乗
四
法
経
』
（
『
仏
説
菩
薩
修
行
四
四
経
』
と
も
よ
ば
れ
る
。
ω
．
ω
お
野
戸

・。

B。

p
9
即
器
α
ρ
即
ω
⑩
一
P
北
京
、
雨
5
5
）
を
中
心
に
特
色
あ
る
一
連
の
注
釈
疏

を
法
成
自
ら
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
法
成
が
集
成
し
た
と
さ
れ

る
『
大
乗
早
期
経
論
広
離
開
決
記
』
（
『
大
乗
四
法
経
論
廿
里
綱
開
決
記
』
と
も
よ

ば
れ
る
。
以
下
『
開
決
記
』
と
略
す
）
な
る
一
嵩
疏
で
あ
る
。
こ
の
『
開
決
記
』

を
首
題
に
持
つ
敦
煙
文
書
は
七
種
類
の
も
の
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ

は
ス
タ
イ
ソ
本
に
二
種
（
ω
．
曽
9
ω
．
・
。
。
。
一
刈
）
、
ペ
リ
オ
本
に
二
種
（
℃
』
お
幽
堕
悶

ω
o
o
刈
）
、
同
じ
く
北
京
本
に
二
種
（
北
京
、
官
4
2
、
結
3
0
）
、
そ
し
て
メ
ソ
シ
コ
フ

に
よ
れ
ば
一
種
（
竃
」
自
軍
『
大
乗
母
法
経
豊
門
記
』
と
表
記
さ
れ
る
。
）
の
七
本
で
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あ
る
。
こ
の
七
種
の
中
、
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
メ
ン
シ
コ
フ
目
録
に

あ
る
一
本
は
四
法
経
を
分
科
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
直
接
『
開
決
記
』

に
係
る
も
の
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
除
い
て
考
え
る
と
結
局
、

四
部
経
に
関
す
る
広
釈
即
決
の
記
と
し
て
は
六
種
類
が
認
知
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
六
種
類
の
法
成
の
注
釈
疏
と
し
て
の
『
開
叢
記
』
の
内
、
℃
』
謬

心
の
一
本
は
首
尾
完
結
し
た
写
本
で
あ
る
。
断
巻
の
多
い
敦
煙
文
書
の
中
で
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
三
面
に
わ
た
り
首
尾
と
も
に
完
全
な
『
開
決
記
』
の

存
在
は
敦
煙
文
書
の
研
究
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
し
か
も
選
号
、

尾
題
も
記
さ
れ
て
あ
る
一
本
で
あ
る
っ
盲
撃
は

　
　
大
乗
四
法
経
論
及
広
場
開
決
記
、
大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師
沙
門
法
成
集

と
あ
り
、
尾
題
に
は
、

　
　
癸
丑
年
八
月
下
旬
九
日
置
於
沙
州
永
康
安
曇
畢
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
　

と
記
さ
れ
る
。
こ
の
紀
年
は
上
山
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
法
成
の
活
躍
期
で
は

最
初
期
に
属
す
る
。

　
右
の
ペ
リ
オ
蒐
集
に
よ
る
完
本
℃
』
刈
逡
は
京
都
大
学
の
藤
枝
麗
々
が
一

九
六
五
年
フ
ラ
ン
ス
よ
り
影
印
版
を
将
来
さ
れ
た
貴
重
な
一
本
で
あ
る
が
、

先
生
の
ご
好
意
に
よ
り
閲
読
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
資
料
が
、
以
下

に
論
ず
る
敦
煙
文
献
所
引
の
一
論
書
、
『
眞
實
論
』
研
究
の
論
緒
と
な
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
藤
枝
晃
先
生
に
甚
深
の
謝
意
を
表
わ
し
た
く
思
う
。

三

　
敦
煙
文
献
中
に
『
賢
者
論
』
な
る
中
原
仏
教
未
見
の
一
論
書
が
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
と
を
最
初
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
は
上
山
氏
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
吐

蕃
支
配
後
半
期
の
敦
煙
仏
教
圏
で
活
躍
し
た
法
成
（
O
げ
O
ω
晦
「
自
げ
）
に
係
る

『
大
乗
四
法
器
論
及
田
鼠
開
決
記
』
（
℃
．
・
。
お
駆
）
の
中
で
こ
の
『
眞
實
論
』
が

二
度
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
山
氏
は
こ
の
法
成
所
引
の

『
眞
難
論
』
と
は
『
成
實
論
』
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
結
論
さ
れ
た
た
め

か
、
従
来
こ
の
論
書
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ

　
お
　る
。
と
こ
ろ
が
、
敦
燈
文
献
を
具
さ
に
検
討
し
て
い
く
と
『
眞
實
論
』
を
引

用
す
る
文
献
が
法
成
以
外
に
も
次
々
と
確
認
さ
れ
る
に
至
り
、
そ
の
結
果
、

『
成
實
論
』
と
見
倣
れ
て
い
た
『
眞
實
論
』
と
は
敦
煙
仏
教
圏
に
も
た
ら
さ

れ
た
新
し
い
論
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
論
書

を
引
用
す
る
文
献
は
関
下
（
七
六
↓
二
～
七
七
四
）
を
中
心
に
道
億
（
六
六
八
～
七

四
〇
）
、
良
責
（
七
一
七
～
七
七
七
）
か
ら
澄
観
（
七
三
七
～
八
三
八
）
に
至
る
幅

広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
敦
煙
仏
教
の
形
成
に
新
た
な
視

点
を
与
え
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
論
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
つ
新
資
料
と
し
て
の
『
眞
實
論
』
の
引
文
か
ら
検
討

し
て
み
よ
う
。

　
敦
煙
文
献
を
中
心
に
整
理
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
と
な
っ
た
『
眞
江
戸
』

の
論
文
を
先
づ
こ
こ
に
引
用
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

e
若
眞
實
論
説
為
五
義
一
日
涌
泉
二
稽
縄
墨
三
名
結
髭
四
謂
出
生
五
号
顯
示
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本多至成
　
（
法
成
集
成
『
大
乗
四
法
経
論
君
臨
繹
開
当
量
』
℃
．
零
逡
）

　
　
　
　
　
　
　
　

⇔
二
心
論
云
三
寳
最
古
詳
　
故
我
経
異
説
　
心
仏
為
仏
寳
我
園
田
難
及
芯
葛

　
菩
薩
名
為
僧
寳
　
如
是
一
時
舎
衛
國
等
所
説
下
塵
皆
為
法
師
（
法
成
集
成

　
『
大
乗
四
法
経
論
及
廣
澤
開
決
記
』
℃
』
『
謹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⇔
若
眞
届
書
　
説
有
五
義
　
一
日
論
泉
　
二
黒
縄
墨
　
草
名
結
髪
　
四
謂
出

　
生
五
號
顯
示
（
曇
自
撰
『
金
剛
般
若
経
旨
賛
』
巻
上
ω
』
謹
蔭
唱
ω
』
刈
。
。
・
。
大
正
琴
脩

　
大
蔵
経
（
↓
．
と
略
）
↓
“
。
。
切
・
①
O
・
曽
）

　
　
　
　
　
　
　
　

⑳
眞
實
論
罪
　
三
二
最
古
祥
故
　
我
経
初
説
息
出
聖
意
　
我
聞
阿
難
及
比
丘

　
衆
　
単
為
僧
寳
　
如
是
一
時
舎
衛
國
等
　
所
説
時
庭
　
皆
為
法
寳
（
曇
噴

　
撰
『
金
剛
般
若
経
旨
意
』
巻
上
Q
D
』
『
念
℃
Q
。
』
刈
。
。
卜
。
－
月
．
。
。
α
・
＄
・
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
眞
實
論
云
。
大
師
十
號
経
初
何
故
不
列
蝕
九
而
猫
稻
佛
。
有
十
義
故
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
毘
勝
天
鼓
。
二
不
由
仁
悟
。
三
三
二
真
如
。
雨
戸
過
睡
眠
。
五
讐
如
蓮
華
。

　
六
自
性
無
染
。
七
具
足
三
義
。
一
門
名
腿
節
六
神
通
。
二
寂
静
戸
惑
不
生

　
故
。
三
田
實
佛
即
是
眞
如
。
八
具
足
三
徳
。
摩
詞
般
若
。
解
脱
。
法
身
。

　
九
々
三
寳
性
。
十
自
知
令
他
知
。
佛
具
十
義
贈
名
不
爾
。
故
諸
経
首
皆
構

　
佛
也
。
（
良
責
述
『
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多
経
疏
』
臼
ω
・
。
ム
ω
。
。
6
～
げ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
又
眞
實
論
十
義
程
魯
天
般
若
七
義
鷹
拾
叙
之
（
『
金
剛
般
若
経
連
』
℃
』
ω
ω
ρ

　
↓
．
o
。
㎝
・
一
㎝
O
・
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
依
眞
本
論
佛
具
十
義
所
以
偏
重
言
十
義
者
　
一
毘
勝
天
鼓
　
天
鼓
有
（
『
維

　
摩
経
書
』
龍
谷
大
学
蔵
敦
煙
資
料
）

　
　
　
　
マ
マ

囚
辮
丸
面
争
論
第
一
説
。
佛
書
意
十
義
。
工
具
↓
切
智
一
切
歯
乃
至
下
名
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
佛
。
又
眞
首
引
眞
實
論
。
亦
有
十
義
。
恐
繁
不
全
（
澄
観
述
『
大
方
廣
佛
華

　
厳
経
疏
』
巻
五
卍
績
八
八
・
四
四
右
下
）
（
傍
点
筆
者
附
）

　
右
の
如
く
『
塁
壁
論
』
は
六
論
判
に
八
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

の
の
勺
』
ω
ω
O
は
目
．
で
は
『
金
剛
般
若
弁
疏
』
と
い
う
新
題
を
与
え
て
い

る
が
、
こ
れ
と
同
一
の
一
本
が
℃
・
N
ミ
ω
”
勺
』
一
。
。
b
。
に
あ
り
、
こ
ち
ら
は
首

尾
破
損
の
な
い
完
本
で
あ
り
『
御
注
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
宣
演
』
「
勅
随
駕

講
論
沙
門
道
億
集
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
℃
．
b
。
。
。
G
。
O
は
窺
基
系
唯
識
の

色
彩
の
強
い
道
氣
の
集
成
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
蓋
し
、

℃
●
b
。
G
。
。
。
O
で
『
眞
蔓
穂
』
を
引
用
し
て
い
る
論
文
は
こ
の
勺
』
嵩
ω
を
収
め

て
い
る
↓
●
。
。
窃
で
は
「
又
成
實
論
十
義
雪
降
　
大
般
若
七
義
鷹
検
叙
之
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
℃
』
一
記
は
筆
者
未
見
の
た
め
原
本
と
の
照
合
が
侯

た
れ
る
。

　
さ
て
、
上
山
氏
が
こ
の
『
眞
實
論
』
に
注
目
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
『
成

虫
論
』
と
見
ら
れ
た
の
は
法
成
の
勺
』
お
蒔
の
中
で
『
眞
實
論
』
の
文
と
し

て
引
か
れ
て
い
る
の
の
文
が
『
成
實
論
』
巻
一
の
文
と
一
部
一
致
す
る
と
こ

ろ
よ
り
「
弟
子
た
ち
は
成
實
論
の
「
成
」
の
字
が
師
の
法
成
の
諄
で
あ
る
た

め
弟
子
た
ち
は
そ
れ
を
さ
け
て
『
眞
實
論
』
と
呼
び
か
え
て
筆
写
し
た
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

い
う
の
で
あ
る
。
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
勺
』
¶
逡
の
『
眞
原
論
』
の

文
を
『
成
實
論
』
の
論
文
と
対
照
す
る
と
勺
b
謬
心
は
『
成
實
論
』
に
あ
る

「
鷹
」
「
禮
」
「
以
」
の
三
字
を
欠
く
。
更
に
『
眞
無
論
』
の
本
文
は
『
成
實

論
』
の
文
の
如
く
短
い
も
の
で
は
な
く
口
の
全
文
を
も
っ
て
『
眞
實
論
』
論

文
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
又
、
『
成
實
論
』
に
見
ら
れ
る
は
ず
の
e
の

昌
＃
駄
古
経
」
の
釈
文
も
『
成
實
論
』
の
現
流
布
本
に
は
見
出
せ
な
い
。
近
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時
、
章
章
文
献
の
中
の
仏
教
綱
要
書
の
検
討
が
加
え
ら
れ
る
中
で
、
『
成
實

論
』
の
引
文
の
同
異
が
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
『
眞

實
論
』
と
『
成
堅
雪
』
と
の
係
り
を
考
え
る
上
で
意
義
あ
る
こ
と
で
は
あ
る

撚W

｡
は
法
成
集
成
の
勺
』
脳
弓
に
引
用
す
る
『
眞
實
論
』
を
そ
の
ま
ま
『
成

實
論
』
と
す
る
考
え
方
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
を
更
に
考
究

し
て
み
る
と
、
更
に
注
目
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
唯
識
系
の
論
師
で
薫
煙
仏

教
に
深
い
係
り
を
持
つ
曇
膿
の
『
金
剛
般
若
要
旨
賛
』
巻
上
に
法
成
文
献
に

見
ら
れ
る
『
眞
實
論
』
の
二
文
が
そ
の
ま
ま
依
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

実
は
法
成
の
℃
・
ミ
逡
の
証
信
楽
に
相
当
す
る
箇
所
全
一
二
四
行
は
曇
膿
の

『
金
剛
般
若
経
翼
賛
』
か
ら
の
転
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
『
眞
重
土
』
な
る
論
書
は
法
成
以
前
に
曇
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

に
お
い
て
既
に
問
題
と
な
る
論
書
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
こ
の
曇
膿

と
同
じ
く
唯
識
の
学
匠
で
あ
っ
た
即
製
は
℃
．
b
。
。
。
ω
O
に
お
い
て
『
眞
實
論
』

を
引
く
の
で
あ
る
。
そ
の
売
文
は
法
成
、
曇
膿
の
内
容
と
は
異
っ
て
お
り
、

「
仏
有
十
号
」
に
関
す
る
文
で
、
仏
の
十
号
を
出
し
て
こ
れ
を
大
般
若
の
七

義
で
述
べ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
仏
の
十
号
を
「
大
師
十
号
」

と
し
て
『
眞
實
論
』
を
引
用
す
る
の
が
良
責
の
『
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多

経
疏
』
で
あ
る
。
彼
の
良
責
は
曇
臓
と
道
氣
の
影
響
を
強
く
受
け
た
人
物
と

し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
『
眞
草
聖
』
依
用
の
状
況
か
ら
し

て
も
、
敦
煙
仏
教
圏
で
活
躍
し
た
零
幸
な
る
人
物
が
法
相
西
明
寺
系
の
学
問

を
自
ら
深
め
つ
つ
、
当
時
法
相
の
碩
学
で
あ
っ
た
道
氣
、
良
責
と
い
っ
た
人

々
と
相
互
に
係
り
合
う
立
場
を
持
つ
中
で
『
眞
實
論
』
が
依
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
類
推
す
る
の
で
あ
る
。
龍
谷
大
学
蔵
の
馬
煙
資
料
に
見
る
『
眞
實
論
』

は
注
疏
者
不
詳
の
『
維
摩
経
疏
』
断
片
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
も

又
、
仏
の
十
号
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
下
、
曇
噴
、
法
成
か
、
そ
の

延
長
線
上
の
人
物
に
係
る
経
疏
と
見
倣
さ
れ
よ
う
。

　
以
上
の
『
屓
信
心
』
の
引
文
は
そ
の
内
容
面
か
ら
見
る
と
「
三
宝
義
」
「
経

五
穀
」
「
仏
十
義
」
「
大
師
十
号
」
の
い
つ
れ
も
が
玄
談
に
係
っ
て
教
判
論
に

結
び
つ
く
内
容
を
持
つ
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
玄
談
の
形
式
や
教
判
は
自
ら

の
学
派
の
発
達
過
程
と
そ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
。
敦
煙
仏
教
は
中
原
と

西
域
の
煩
項
な
教
判
論
を
傍
に
見
て
、
そ
れ
ら
の
長
所
を
も
っ
て
自
家
薬
籠

中
の
も
の
と
し
て
い
る
。
法
成
が
な
し
た
大
乗
三
宗
判
が
曇
噴
の
三
宗
判
、

法
藏
の
五
教
十
宗
判
、
澄
観
の
十
宗
判
に
連
絡
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

既
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
今
度
、
華
厳
の
澄
観
と
浄
源
の
著
わ
し
た
『
大
方

廣
仏
華
厳
経
疏
』
に
『
眞
實
論
』
の
引
用
を
見
た
こ
と
は
敦
煙
圏
の
仏
教
と

中
原
仏
教
の
教
義
上
の
交
わ
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
親
し
さ
の
中
で
進
め

ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

四

　
と
こ
ろ
で
敦
煙
と
中
原
の
両
仏
教
圏
で
最
用
さ
れ
た
こ
の
『
眞
實
論
』
と

は
如
何
な
る
論
書
で
、
誰
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
料

面
で
の
不
備
は
如
何
と
も
し
が
た
い
が
、
先
づ
、
曇
暖
の
Q
り
’
b
。
刈
瞳
に
は
「
経

五
雲
」
を
引
い
た
後
に
「
若
准
此
方
　
誉
者
常
也
　
法
也
　
逞
也
」
と
記
さ
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本多至成
れ
る
。
こ
れ
は
曇
暖
の
生
活
圏
で
は
『
眞
硬
論
』
の
説
は
取
ら
ず
「
経
三
義
」

を
正
説
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
舞
茸
論
』
は
敦
煤
以
外
の
地
で
著
わ

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
敦
煙
仏
典
中
、
こ
の
「
経
五
鼎
」
と
「
経
三

義
」
を
説
く
も
の
に
は
道
液
の
『
浄
読
経
關
中
勧
説
』
ω
』
α
。
。
心
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
眞
實
論
』
の
「
経
五
雲
」
と
同
説
の
も
の
が
ア
ビ
ダ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
の
後
期
論
書
で
あ
る
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
巻
八
の
中
に
あ
る
。
こ
の
論
書

は
『
倶
舎
論
』
の
基
を
な
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
次
に
澄
観
の
『
大
方

廣
佛
華
厳
経
疏
』
巻
五
で
は
眞
諦
三
藏
（
四
九
九
～
五
六
九
）
が
『
眞
實
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

に
説
か
れ
る
「
仏
十
号
」
の
義
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
眞

世
論
』
が
別
製
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
眞
諦
は
中
国
摂
論
宗
の
祖
で

あ
り
、
世
親
の
『
倶
舎
論
』
を
初
訳
し
て
い
る
。
近
年
問
題
と
さ
れ
て
い
る

世
親
の
伝
記
『
婆
即
製
豆
法
師
傳
』
の
著
者
で
も
あ
る
。
こ
の
世
上
伝
の
中

に
上
製
に
『
七
十
土
塁
論
』
と
い
う
外
道
破
斥
を
目
的
と
し
た
論
書
が
あ
っ

た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
『
七
十
眞
實
論
』
は
又
、
敦
光
一
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の

係
り
で
注
目
さ
れ
て
い
る
閑
9
二
巴
器
昌
9
の
．
星
座
零
器
き
σ
q
鑓
げ
暁
註
疏
の
中

で
．
、
内
。
鐙
ら
輿
餌
直
江
些
凶
ω
巷
＄
什
貯
鋤
臼
ω
鋤
．
．
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論
書
は
未
伝
の
論
書
と
さ
れ
、
そ
の
概
要
す
ら
確
か
な
こ
と
は
判
明
し
て

い
な
い
。
更
に
中
原
の
釈
経
論
目
録
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
中
原
仏

教
の
諸
師
に
よ
っ
て
釈
疏
に
引
用
さ
れ
て
い
る
振
興
の
著
述
が
見
え
る
。
『
倶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舎
論
記
』
巻
四
に
「
世
親
論
主
は
勝
義
諦
論
を
造
る
」
と
い
い
『
大
唐
西
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
』
巻
四
に
「
世
親
菩
薩
、
昔
勝
義
諦
論
を
製
す
」
と
い
う
。
『
四
分
律
疏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飾
宗
義
記
』
巻
週
末
に
は
「
世
羅
菩
薩
、
勝
義
七
十
論
を
造
り
て
広
く
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

宗
を
罰
す
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
中
原
耳
垂
の
諸
車
を
し
て
、
単
な
る
口
授
伝

承
の
虚
構
と
見
倣
す
か
、
又
は
敦
煙
仏
教
成
立
の
特
殊
性
を
考
慮
に
入
れ
て

世
親
に
帰
せ
ら
れ
た
こ
れ
ら
未
運
営
書
と
い
わ
れ
る
も
の
の
流
入
の
可
能
性

を
認
め
る
か
の
分
岐
点
に
立
つ
時
、
こ
れ
ま
で
述
べ
来
た
『
応
募
論
』
の
存

在
は
貴
重
な
資
料
を
提
示
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

五

　
以
上
、
敦
煙
仏
典
に
引
用
さ
れ
た
『
鎧
着
論
』
を
中
心
に
中
原
仏
教
と
の

係
り
を
論
述
し
て
き
た
。
鷹
大
な
雲
煙
資
料
の
中
に
僅
少
の
撰
文
を
見
出
し

て
『
甘
受
論
』
の
内
容
、
著
者
、
更
に
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
数
少
い
資
料
の
中
に
も
『
眞
實
論
』
の

外
郭
を
彷
彿
と
さ
せ
て
く
れ
る
論
文
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

結
論
を
導
き
得
た
。

一、

w
眞
實
論
』
は
『
成
噂
話
』
と
は
異
る
一
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
従
来
の

　
大
藏
経
伝
播
と
は
異
っ
た
経
緯
を
経
て
敦
煙
、
中
原
の
地
へ
伝
え
ら
れ
た

　
可
能
性
を
持
つ
。

二
、
『
眞
實
論
』
に
係
る
人
物
と
し
て
は
法
成
、
曇
畷
、
道
氣
、
良
責
、
澄

　
観
な
ど
幅
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
節
煙
と
中
原
を
結
ぶ
教
義
の
受
容
、

　
僧
侶
の
異
動
な
ど
を
窺
う
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

三
、
『
眞
實
論
』
の
論
文
と
し
て
六
論
疏
八
文
が
確
認
さ
れ
た
。

四
、
『
眞
實
論
』
な
る
論
書
は
曇
嘱
の
生
活
圏
外
か
ら
何
ら
か
の
形
で
将
来
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敦煙文書に見る未伝論書について

　
さ
れ
た
一
論
と
も
推
察
出
来
、
こ
の
論
が
世
親
の
著
述
に
係
り
、
ア
ビ
ダ

　
ル
マ
的
色
彩
を
多
分
に
含
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
推
測
が
可
能
と
な

　
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
研
究
の
出
発
点
は
ペ
リ
オ
蒐
集
の
℃
』
首
書
に
示
さ
れ
る

法
成
の
引
用
経
論
の
検
討
の
過
程
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
吐
蕃
支
配
後
半
期

の
〉
．
∪
．
。
。
ω
O
一
。
。
8
こ
ろ
墨
型
を
中
心
に
活
躍
し
た
法
成
の
仏
教
学
へ
の

係
り
と
、
中
原
仏
教
と
の
交
際
が
示
さ
れ
る
。
特
に
吐
蕃
支
配
前
期
に
活
躍

し
た
曇
噴
と
の
交
際
は
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
既
に
芳
村
修
基
氏
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
法
成
の
他
の
文
献
に
も
、
道
氣
の
『
御
蓋
金
剛
般
若
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

過
湿
』
や
曇
膿
の
『
大
乗
百
法
明
門
論
開
宗
義
記
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
著
．
＞
q
餌
あ
鋤
蔚
富
昌
び
動
吋
事
典
鋤
．
の
影
響
と
共
に
吐
蕃
の

翻
訳
者
で
あ
っ
た
エ
セ
イ
デ
の
著
『
見
差
別
』
の
係
り
も
上
山
氏
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
あ
　

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
と
、
吐
蕃
と
中
原
と
い
う
二
つ

の
系
統
の
仏
教
を
継
承
し
た
法
成
が
肩
越
の
地
で
形
成
し
た
独
自
の
仏
教
の

目
的
は
何
か
、
ま
た
法
成
の
背
後
に
ど
の
よ
う
な
吐
蕃
勢
力
が
働
い
て
い
た

の
か
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
当
面
の
関
心
事
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
吐
蕃
が
敦
煙
一
帯
を
占
領
し
て
い
た
時
期
の
情
況
は
敦
煙
出
土
文
献
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
二
丁
出
土
文
献
の

う
ち
漢
文
文
献
は
四
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
わ
た
り
記
さ
れ
お
り
吐
蕃
占
領
時

代
の
弁
別
に
は
困
難
な
作
業
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
時
は
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

研
究
の
成
果
と
し
て
、
筆
蹟
、
紙
質
、
筆
材
か
ら
文
書
に
打
た
れ
た
朱
点
や

花
形
の
意
図
な
ど
に
至
る
ま
で
子
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
至
っ
て
、
吐
蕃

が
支
配
し
た
約
七
十
年
間
の
聖
書
の
特
殊
な
状
況
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
か

ら
、
法
成
が
ど
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
蕃
漢
の
仏
教
を
受
容
し
て
行
っ
た
も

の
か
、
『
石
臼
論
』
な
る
論
書
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
沿
っ
て
敦
煙
仏
教
文

献
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
解
明
さ
れ
る
日
も
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
は
法
成
文
献
に
係
っ
て
引
用
さ
れ
る
『
眞
無
論
』
な
る
一
論
書
の
、

現
在
ま
で
に
確
認
し
得
た
引
用
諸
注
釈
疏
の
原
文
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
諸
々
で
散
賢
し
て
来
た
『
眞
結
論
』
に
関
す
る
研
究
の

ま
と
め
を
し
て
お
く
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
も
っ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ

る
。
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
敦
煙
を
中
心
と
す
る
蕃
漢
仏
教
の

交
渉
研
究
の
成
果
を
ま
ち
た
い
。

註（
1
）
北
の
伊
州
の
陥
落
は
寳
鷹
年
中
（
七
六
ニ
ー
七
六
三
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
藤
枝
晃
「
沙
二
野
義
軍
節
度
始
末
e
」
（
『
東
方
学
報
』
の
第
十
二
珊
九
五
頁
註

　
参
照
）

（
2
）
『
新
回
書
』
二
一
六
下
、
「
吐
蕃
伝
」

（
3
）
「
沙
州
蹄
義
軍
節
度
使
始
末
」
（
『
東
方
学
報
』
第
十
二
冊
－
十
三
珊
、
一
九

　
四
一
－
一
九
四
三
）

（
4
）
「
敦
煙
の
僧
尼
籍
」
（
『
東
方
学
報
』
第
二
十
九
珊
、
一
九
五
九
）

（
5
）
「
敦
煙
写
経
の
字
す
が
た
」
（
『
墨
美
』
九
十
七
、
一
九
六
〇
）

（
6
）
「
ス
タ
イ
ン
敦
煙
蒐
集
　
絵
入
り
『
観
音
経
』
珊
子
－
一
一
に
お
け
る
木
筆
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多至成本

　
の
使
用
1
」
（
『
墨
美
』
一
七
七
、
一
九
六
八
）
）

（
7
）
、
、
↓
冨
↓
琶
冨
き
ゆ
q
ζ
餌
窪
ω
。
言
什
ω
．
、
H
一
目
（
、
N
毫
切
く
Z
．
㊤
⊥
O
（
6
①
。
。
1

　
一
8
㊤
）
）

（
8
）
「
吐
蕃
支
配
期
の
敦
煙
」
（
『
東
方
学
報
』
第
三
十
一
珊
、
一
九
六
こ

（
9
）
藤
枝
晃
「
吐
蕃
支
配
期
の
無
煙
」
二
〇
五
頁
以
下
で
「
附
　
吐
蕃
期
漢
文
書

　
の
辮
別
法
」
の
項
を
設
け
て
、
日
付
、
吐
蕃
人
名
、
乗
号
制
度
、
権
帥
別
記
、

　
度
量
衡
単
位
、
漢
人
個
有
名
詞
、
ペ
ン
書
き
、
用
紙
、
筆
蹟
な
ど
九
項
目
か
ら

　
の
視
点
を
提
示
す
る
。

（
1
0
）
藤
枝
晃
「
吐
蕃
支
配
期
の
敦
煙
」
二
〇
二
頁
以
下
。

（
1
1
）
東
洋
文
庫
の
敦
煙
影
印
本
に
関
し
て
は
金
岡
照
光
編
『
敦
煙
出
土
文
學
文
献

　
分
類
目
録
附
解
説
ー
ス
タ
イ
ン
本
・
ペ
リ
上
本
一
」
（
東
洋
文
庫
・
敦
煙
文
献

　
研
究
委
員
會
刊
行
、
一
九
七
一
）
一
六
七
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
1
2
）
ス
タ
イ
ン
本
の
将
来
に
つ
い
て
は
榎
一
雄
氏
の
「
雪
煙
文
書
撮
影
の
思
い
出
」
、

　
　
「
ス
タ
イ
ソ
卿
将
来
敦
煙
文
献
の
写
真
複
製
」
（
『
文
献
』
恥
1
．
一
九
五
五
）

　
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
3
）
金
岡
照
光
編
「
先
王
書
」
一
七
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
影
印
の
鮮
明
度
は
余
り
よ

　
く
な
い
と
い
う
。

（
1
4
）
藤
枝
晃
・
井
ノ
ロ
泰
淳
・
池
田
温
・
石
塚
晴
通
各
氏
の
寄
贈
、
分
与
の
も
の

　
が
あ
る
と
い
う
。
金
岡
照
光
編
「
先
愛
書
」
一
七
〇
頁
。

（
1
5
）
金
岡
照
光
編
「
先
掲
書
」
一
七
一
頁
以
下
で
は
東
洋
文
庫
所
蔵
の
北
京
版
影

　
印
の
焼
付
複
製
本
は
東
京
大
学
文
学
部
や
東
北
大
学
文
学
部
な
ど
に
譲
渡
さ
れ

　
て
い
る
と
い
う
。

（
1
6
）
竺
法
事
・
支
法
護
と
も
い
い
西
晋
時
代
を
代
表
す
る
翻
訳
僧
で
多
く
胡
語
経

　
典
を
将
ら
し
た
と
い
う
。

（
1
7
）
鳩
摩
羅
什
・
前
秦
の
建
元
一
八
年
（
三
八
二
）
に
符
堅
が
呂
光
に
命
じ
て
亀

　
薙
お
よ
び
焉
書
を
討
っ
た
と
き
、
養
魚
は
羅
什
を
亀
薙
王
女
と
結
婚
さ
せ
て
涼

　
州
に
つ
れ
来
っ
た
と
い
う
。

（
1
8
）
藤
枝
晃
「
譲
受
蹄
義
軍
節
度
使
始
末
e
」
六
二
頁
以
下
。

（
1
9
）
一
連
の
四
法
経
関
係
の
敦
煙
文
書
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
敦
煤
本
ア
ビ
ダ
ル
マ

　
文
献
の
研
究
I
I
I
」
（
『
相
愛
女
子
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
』

　
第
二
九
巻
、
昭
和
五
七
年
）
、
拙
稿
「
無
煙
本
四
法
経
論
内
海
の
ア
ビ
ダ
ル
マ

　
的
性
格
」
（
『
日
本
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
二
ニ
ノ
一
、
一
九
七
三
）
を
参
照
の

　
こ
と
。

（
2
0
）
拙
稿
「
敦
煙
本
四
法
経
論
釈
一
異
本
の
系
譜
ー
メ
ン
シ
コ
フ
ー
＝
＝
番
1
」

　
　
（
『
日
本
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
三
ノ
ニ
、
一
九
七
五
）

（
2
1
）
上
山
大
峻
「
大
蕃
國
大
徳
三
春
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
（
下
）
」
＝
二
五
頁

　
以
下
（
『
東
方
学
報
』
第
三
十
九
珊
、
一
九
六
六
）

（
2
2
）
上
山
大
峻
「
大
息
國
大
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
（
上
）
」
一
九
一
頁

　
以
下
（
『
東
方
学
報
』
第
三
十
八
冊
、
一
九
六
七
）

（
2
3
）
上
山
氏
は
先
掲
書
「
大
前
國
大
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
（
下
）
」
一

　
九
一
頁
に
お
い
て
「
右
の
文
は
明
ら
か
に
『
成
実
論
』
巻
｝
末
と
符
節
を
合
す

　
る
も
の
で
『
眞
険
山
』
で
は
な
く
『
成
実
論
』
で
あ
る
。
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
2
4
）
拙
稿
「
敦
煙
本
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
の
研
究
I
I
I
」
二
八
頁

（
2
5
）
平
井
宥
慶
「
敦
煙
本
・
仏
教
綱
要
書
の
研
究
」
一
頁
。
（
『
大
正
大
学
綜
合
仏

　
教
研
究
所
年
報
』
、
『
中
国
関
係
論
説
資
料
』
二
一
・
三
一
五
頁
所
収
、
一
九
七

　
九
）
（
2
6
）
曇
暖
に
つ
い
て
は
上
山
大
峻
氏
が
「
出
立
と
敦
焼
の
仏
教
学
」
（
『
東
方
学
報
』

　
第
三
十
五
珊
、
一
九
六
四
）
を
著
わ
さ
れ
た
。
上
山
氏
は
さ
ら
に
「
曇
噴
の
生

　
涯
は
七
八
0
年
頃
ま
で
あ
り
、
法
成
は
八
六
〇
年
頃
ま
で
生
き
て
い
る
の
で
、

　
法
成
が
直
接
曇
暖
に
師
事
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述

　
べ
（
「
大
黒
筆
管
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
㈲
」
二
二
一
頁
の
脚
註
参
照
）
、

　
中
間
に
下
草
の
学
問
を
伝
達
す
る
学
僧
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
中
間
的
人
物

77284



敦捏文書に見る未伝論書について

　
と
し
て
、
中
原
で
は
重
宝
さ
れ
な
か
っ
た
西
明
系
の
圓
測
や
文
軌
を
挙
げ
、
こ

　
の
よ
う
な
人
に
よ
る
書
が
敦
煙
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
前

　
掲
書
「
大
蕃
國
大
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
㈲
」
註
九
八
の
一
二
〇
頁
以

　
下
参
照
）

（
2
7
）
拙
稿
「
敦
煙
本
四
法
経
論
釈
一
異
本
の
系
譜
」
二
八
八
頁
（
『
日
本
印
度
学

　
仏
教
学
研
究
』
二
三
ノ
ニ
、
↓
九
七
五
）

（
2
8
）
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
八
『
大
正
二
八
、
九
三
一
、
c
）

（
2
9
）
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
五
（
大
正
三
、
五
〇
三
、
a
）

（
3
0
）
『
倶
舎
論
記
』
四
（
大
正
四
一
、
七
一
、
c
）

（
3
1
）
『
大
唐
西
域
記
』
四
（
大
正
五
一
、
八
八
九
、
a
）

（
3
2
）
『
四
分
律
疏
飾
宗
義
記
』
七
末
（
卍
績
一
、
六
六
、
二
二
一
二
、
左
b
）

（
3
3
）
芳
村
修
基
「
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
造
稲
干
経
釈
法
成
釈
の
推
定
」
（
『
日
本
印
度
学

　
仏
教
学
研
究
』
四
ノ
一
、
一
九
五
六
）

（
3
4
）
上
山
大
峻
「
大
蕃
國
大
徳
三
藏
法
師
沙
門
法
成
の
研
究
ω
」
二
一
九
頁

（
3
5
）
藤
枝
晃
「
吐
蕃
支
配
期
の
敦
煙
」
二
〇
六
頁
以
下
。
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